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桂
、
桂
東
、
川
岡
、 

 
 

川
岡
東
、
桂
徳
学
区 

  

5

月
21

日
桂
西
口
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
開
催
時
間

1

時
間
前
、
豪
雨
に
な
り
、
そ
の

た
め
か
２
名
欠
席
連
絡
が
あ
り
、

参
加
者
は
５
名
に
な
り
ま
し
た
。 

自
己
紹
介
の
後
フ
リ
ー
ト
ー
キ

ン
グ
で
進
行
。
ま
ず
、
桂
周
辺
の
居

住
環
境
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

桂
西
大
橋
の
南
歩
道
に
水
た
ま
り

が
で
き
る
こ
と
、
川
西
団
地
解
体 

説
明
が
不
十
分
な
こ
と
、
４
月
か 

  

 

西
京
支
部
機
関
誌
「
年
輪
西
京
」 

は
、
２
０
０
４
年
６
月
創
刊
以
来
、

今
号
で
２
６
６
号
と
な
り
ま
し
た
。 

創
刊
号
は
２
ペ
ー
ジ
で
ス
タ
ー
ト
、

そ
の
後
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
２
０

２
１
年
７
月
号
か
ら
１２

ぺ
ー
ジ
を

基
本
に
２
６
５
号
ま
で
発
行
し
て

き
ま
し
た
。 

ら
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
改
正

さ
れ
た
が
、
現
状
で
は
自
転
車
道

整
備
が
不
十
分
な
こ
と
が
問
題
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
桂
離
宮
の
見

学
路
が
遠
回
り
で
、
桂
川
横
の
道

路
拡
幅
、
歩
道
設
置
の
必
要
性
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

政
治
的
に
は
現
在
の
高
市
自
民

党
政
治
が
憲
法
改
悪
に
前
の
め
り

の
中
、
国
会
周
辺
で
の
若
い
人
の

抗
議
行
動
の
盛
り
上
が
り
、
京
都

で
も
５
・
３
憲
法
円
山
集
会
等
で
近

年
に
な
く
多
く
の
参
加
者
が
見
ら

れ
た
こ
と
が
、
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
１７

日
の
西
京
ト
ー
ト
広
場
前

集
会
も
年
金
者
組
合
で
積
極
的
な

呼
び
か
け
が
必
要
と
指
摘
も
。
最

後
に
西
京
年
金
者
組
合
と
し
て
取 

    

し
か
し
編
集
体
制
上
、
作
成
の

簡
便
化
を
は
か
る
こ
と
が
急
務
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。
併
わ
せ
て

財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、
支
部
委

員
会
で
討
論
を
重
ね
た
結
果
、
６

月
発
行
２
６
６
号
か
ら
８
ペ
ー
ジ

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の 

り
組
ま
れ
て
い
る
誕
生
会
、
傘
寿

の
会
、
年
金
フ
ェ
ス
タ
、
お
助
け
し

隊
等
の
活
動
の
説
明
、
そ
れ
ら
へ

の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
(

市
村
恒
人) 

   

             想
い
、
意
見
が
交
流
で
き
る
、
楽
し

み
に
し
て
頂
け
る
「
年
輪
西
京
」
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
寄
稿
を
い
た

だ
き
作
る
「
年
輪
西
京
」
を
発
行
し

て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

支
部
委
員
会 

 

                            
 

 
 

 
 

 

  

２

０
２
５

年
１１

月
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３０ 
 

 
 

 
 

 

(

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
的
枠
組

条
約
第
３０

回
締
約
国
会
議)

が
ブ
ラ

ジ
ル
で
開
か
れ
た
。 

２
０
１
５
年
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２１

で
２
０
２

０
年
以
降
の
国
際
的
な
法
的
枠
組
と

し
て
「
パ
リ
協
定
」
が
提
案
さ
れ
翌

年
に
発
効
。(

内
容
は
①
平
均
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
か
ら
２
℃
未
満
、
で

き
れ
ば

１．５
℃
に
抑
え
る
。
②
５
年
毎

に
削
減
目
標
を
国
毎
に
更
新
、
提
出

し
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す)  

 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
３０

で
は
、
各
国
が
提
出
し

た
２
０
３
５
年
迄
の
削
減
目
標
の
確

認
と
分
析
が
行
わ
れ
た
。 

結
果
は
、
パ
リ
協
定
が
な
け
れ
ば

２
０
３
５
年
に
２
０
１
９
年
比
で
２０

～
４８
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
が
、
１２
％
減
に
転

じ
る
！
と
示
さ
れ
た
。(

但
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
＋

２．５
℃)

。 

パ
リ
協
定
時
に
は
平
均
＋
４
℃
以

上
と
推
測
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
上
昇

幅
は
徐
々
に
減
少
、
２
℃
に
近
づ
い

て
い
る
。 

遅
々
と
し
て
い
る
が
世
界
の
歩
み

は
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
！！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

大
野
研
而) 

(１) 
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６月お誕生日 

おめでとうございます 

(松尾)田中康晴さん、山田喜彦さん、 

(桂川)市川弘子さん、 

(桂徳)八條隆憲さん、 

(樫原)大瀬冨美さん、樽門さ百合さん、 

(境谷)臼木和子さん、 

(長岡京)井上美智子さん 

(福西)九矢幸一さん、山田政廣さん、 

吉岡真弓さん 

◎田中康晴さんは卒寿です！ 

 

《6 月誕生会》 

2026 年６月 22 日(月)13 時半 

〜ほっこりサロン～ 

市バス三ノ宮街道下車。信号東南角 

ハイツ三の宮 102 号室 

 

５
月
誕
生
会 

5

/
25 

３
人
の
参
加 

 

桂
川
、
松
陽
学
区 

 

 

桂
川
・
松
陽
学
区
懇
談
会
を
、 

５
月
２６

日
西
京
区
役
所
に
て 

開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
４
名
（
桂
川
９
名 

中
３
、
松
陽
６
名
中
１
）
と
少
々

寂
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
頃

の
思
い
を
交
流
し
合
い
ま
し
た
。 

 
 

町
内
会
、
自
治
会
に
つ
い
て 

「
若
い
所
帯
の
加
入
が
減
り
、
こ 

 

 

の
ま
ま
で
は
、
続
け
ら
れ
る
か 

 

 

心
配
な
状
態
」「
若
い
人
た
ち
か

ら
、
高
齢
者
は
退
会
し
て
も
ら

っ
た
ら
い
い
と
の
声
が
出
て
、

一
斉
に
退
会
し
た
」
等
、
ど
こ
も
、

日
常
の
生
活
の
中
で
の
、
人
と

人
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
事
へ
の
気
が
か
り
。 

家
の
外
に
出
る
の
が
大
事
だ 

と
、
判
っ
て
い
る
し
そ
の
気
持
ち

も
あ
る
。
し
か
し
足
腰
が
弱
っ
て

く
る
と
、
出
掛
け
る
の
が
つ
い
億

劫
に
な
る
。
組
合
員
同
士
が
近
く

で
気
楽
に
集
い
、
話
し
を
す
る
。

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
楽
し
い

場
を
つ
く
ろ
う
。
麻
雀
も
出
来
た

ら
い
い
の
で
は
。
そ
し
て
年
金
者

組
合
の
楽
し
い
様
子
が
、
外
か
ら 

も
見
え
て
、
組
合
に
入
ろ
う
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
、
方

法
を
考
え
よ
う
と
話
が
弾
み
ま
し

た
。
ま
ず
は
懇
親
会
を
や
り
ま
し

ょ
う
と
、
楽
し
い
計
画
を
確
認
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。 

次
は
、
も
っ
と
大
勢
で
集
ま
れ 

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(

市
川
弘
子) 

  

松
尾
、
嵐
山
学
区
、
右
京
区 

 

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
、 

地
域
の
要
求
を
話
し
合
お
う
と
５

月
３１

日(

日)

、
松
尾
大
社
近
く
の

絹
田
様
宅
で
１
時
半
～
３
時
半
迄
、

お
庭
の
き
れ
い
な
花
を
眺
め
つ
つ 

           

１０

名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
初
め
に
、
支
部
の
現
状
で

支
部
委
員
が
７０

歳
～
８０

歳
代
で
あ

り
、
ど
う
し
て
も
会
員
さ
ん
に
６０

歳
～
７０

歳
の
人
の
紹
介
を
し
て
欲

し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。「
な
か

ま
と
い
き
い
き
笑
顔
」
の
リ
ー
フ

を
渡
し
、
な
ん
と
か
総
会
迄
に
組

合
員
数
１
９
０
名
に
し
た
い
と
訴

え
ま
し
た
。
そ
れ
と
他
支
部
の
現

状
も
話
し
て
お
き
ま
し
た
。 

 

次
に
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
、

自
分
の
生
活
や
行
っ
て
い
る
事
を

出
し
合
っ
て
貰
い
つ
つ
、
年
金
者

組
合
へ
の
訴
え
や
「
ど
う
す
れ
ば

皆
ん
な
集
ま
れ
る
場
を
作
っ
て
い

け
る
か
」「
サ
ー
ク
ル
や
催
し
に
誘

い
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
」「
毎
月

の
お
誕
生
会
は
ず
ー
と
続
け
て
欲

し
い
」
と
要
望
が
で
ま
し
た
。 

 

お
助
け
し
隊
は
、
担
当
者
の
年

齢
が
高
く
な
り
、
も
う
少
し
若
い

方
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
欲
し

い
。
こ
う
い
っ
た
話
し
を
し
な
が

ら
、
や
は
り
み
な
さ
ん
身
体
の
悪

い
方
や
生
活
の
中
で
の
医
者
通
い

の
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
支
部
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
終
わ
り
ま
し
た
。(

山
田
喜
彦) 

  
 

 
 

 

  
 

 
 

 

 
  

  
 

   

    

     

 

  
 

 
 

     

 

 

 

 

５
月
誕
生
会
は
、
５
月
生
ま

れ
の
方
２
人
と
４
月
生
ま
れ
の

方
１
人(

４
月
誕
生
会
は
出
席
予

定
１
名
で
中
止
で
し
た)

、
合
計

３
人
の
参
加
で
し
た
。 

日
々
の
暮
ら
し
の
こ
と
、
戦

争
準
備
を
優
先
す
る
高
市
政
権

へ
の
怒
り
、
健
康
上
の
心
配
な

ど
な
ど
交
流
し
合
い
ま
し
た
。 

バ
イ
オ
リ
ン
で
の
癒
し
タ
イ

イ
ム
に
ほ
っ
こ
り
。
笑
顔
で
の

記
念
写
真
と
な
り
ま
し
た
。 

             

(２) 
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海
上
自
衛
隊
舞
鶴
基
地
へ
の
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
配

備
に
抗
議
し
よ
う
と
５
月
３１

日
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
（
人
間
の

鎖
）
で
基
地
周
辺
を
取
り
囲
む
抗

議
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都

を
中
心
に
全
国
か
ら
２
８
０
０
人

参
加
し
、
西
京
か
ら
も
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
２
台
４６

人
と
自
家
用
車
数
台

が
参
加
し
ま
し
た
。 

す
で
に
米
軍
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ

の
先
制
攻
撃
の
中
で
ト
マ
ホ
ー
ク

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ

言
い
な
り
の
高
市
政
権
の
も
と
で

舞
鶴
が
敵
基
地
攻
撃
の
拠
点
、
最 

  

前
線
と
な
り
、
ど
こ
か
の
国
の
子

供
や
住
民
の
命
を
奪
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
事
態
で
す
。 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
終
了
後
、

西
京
参
加
者
は
舞
鶴
総
合
文
化
会

館
に
移
動
し
（
高
齢
者
の
弁
：
こ
の

徒
歩
移
動
が
、
炎
天
下
の
も
と
、 

き
つ
か
っ
た
。）
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備

反
対
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
は
全
国
各
地
～
熊

本
、
富
士
、
沖
縄
、
神
戸
、
祝
園
等
々

１０

カ
所
か
ら
の
闘
い
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
川
口
真
由
美
さ
ん
の
ピ
ー

ス
ス
テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
日
本
の
平
和
と
生
活

を
守
る
た
め
、
憲
法
９
条
改
悪
、
安

保
３
文
書
改
訂
の
動
き
等
に
強
く

反
対
し
よ
う
と
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

（
市
村
恒
人
） 

 

・
ト
マ
ホ
ー
ク
帰
れ
の
文
字
で 

街
宣
車
効
果
あ
り
か 

暴
言
繰
り
出
す (

武
本
良
子) 

・
炎
天
下
日
の
丸
車
か
ら 

罵
声
浴
び
つ
な
ぐ
鎖
で 

ト
マ
ホ
ー
ク
去
れ 

(

高
島
美
智
子) 

・
ト
マ
ホ
ー
ク
来
る
な
の
う
ち
わ 

効
果
あ
り
右
翼
は
宣
伝
車 

音
量
あ
げ
お
り 

・
街
宣
車
菊
の
紋
は
連
な
り
て 

ト
マ
ホ
ー
ク
来
る
な
！
の 

う
ち
わ
と
対
峙
す (

川
村
雅
美) 

・
警
察
に
護
ら
れ
街
宣
車 

親
米
右
翼
恥
を
知
れ 

(

大
橋
歳
彦) 

                 

  

                             

Peace  Action  in  舞鶴 5/31 

舞鶴にトマホーク配備反対 

日本を再び戦争に巻き込むな!! 

2800 人のヒューマンチェーン 

～お知らせ 支部学習会～ 

９条改悪反対！学ぼう憲法！(仮) 

7 月 29 日(水)午後／西京区役所西館大会議室 

講師 福山和人 弁護士 

詳細は７月号でお知らせします／暑い中ですが、ご参加下さい 

 

仲
間
増
や
し
に
ご
協
力
を 

 

西
京
支
部 

最
高
の
組
合
員
数
で 

２３
回
支
部
総
会
開
催
を
！ 

 

総
会
は
、
６
月
２７

日(

土)

13

時
半

か
ら
樫
原
公
会
堂
で
す
。 

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
と
力

を
あ
つ
め
て
、
強
く
お
お
き
く
楽
し

い
年
金
者
組
合
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

今
、
組
合
員
は
１
８
０
名
で
す
。
少

な
く
て
も
あ
と
３
人
の
仲
間
を
迎
え

総
会
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
。
お
知
り

合
い
、
お
友
達
を
組
合
に
お
誘
い
下

さ
い
。 

 

支
部
役
員
立
候
補
期
間
６
／
２０

(

土)

正
午
ま
で
で
す
。 

お
配
り
し
た
総
会
案
内
で
樫
原
公

会
堂
へ
の
バ
ス
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
西
２
・
西
３
・
西
６
・
西
８
塚
ノ

本
町
下
車
で
す
。 

組合員さん手づくり 

西京支部の皆さん 

(３) 
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シ
リ
ー
ズ 

６ 
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と 

 

～新しい仲間～ 

組合に加入されました 

 田辺晃生さん(竹の里) 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
紀
行 

第
１
１
８
回 

５
／

１３(

水)  

鷹
峯
か
ら
沢
の
池
へ 

２
０
２
６
年
西
京
支
部 

 

第
２１
回
女
性
の
会
総
会 

7
月
3
日
（
金
曜
日
） 

11
時
～
１４
時
半 

ユ
ー
コ
ー
ト
集
会
所 

（
洛
西 

福
西
公
園
西
側
） 

１１

時
～
１２

時
半 

総
会 

１２

時
半
～
昼
食
懇
親
会 

 

学
習
交
流
等 

14

時
半 

閉
会 

◇
女
性
の
会
役
員
（
運
営
委
員
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度

は
８
名
の
運
営
委
員
で
楽
し
く
運
営

し
て
来
ま
し
た
。
人
数
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
加
わ
っ
て
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

女
性
の
会 

代
表
小
島
志
津
子 

 
 

 

０
７
５-

３
３
１-

７
０
４
２ 

 

   
 

 

～
栃
木
県
市
貝
町
～ 

 
 

南
隣
は
焼
き
物
で 

有
名
な
益
子
町 

 
 

 

田
中 

正(

竹
の
里)  

 

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
栃
木
県

市
貝
町
で
す
。
宇
都
宮
市
か
ら

20

キ
ロ
南
東
の
市
貝
町
。
貧
農

の
次
男
で
、
高
卒
後
50

数
年
前

に
京
都
に
。
以
来
、
ふ
る
さ
と
は

「
遠
く
に
在
り
て
想
う
」
所
。 

関
東
平
野
。
家
か
ら
富
士
山

が
見
え
る
。
南
隣
は
焼
き
物
で

有
名
な
益
子
町
。
西
と
北
は
ホ

ン
ダ
自
動
車
の
一
大
工
場
地
帯
。

宇
都
宮
か
ら
４
車
線
の
「
ホ
ン
ダ

道
路
」、
近
年
は
路
面
電
車(

ラ
イ

ト
レ
ー
ル)

が
開
通
。
栃
木
県
南

部
の
芳
賀
郡
は
市
町
村
合
併
な

い
。 

     

田
中
角
栄
の
列
島
改
造
で
工
業
団

地
が
各
地
に
つ
く
ら
れ
、
市
貝
町

に
も
花
王
石
鹸
の
大
工
場
が
あ
り
、

町
財
政
は
黒
字
。 

古
墳
時
代
前
か
ら
人
が
多
く
住

み
、
古
墳
群
が
多
い
。
テ
レ
ビ
番
組

で
、
市
貝
を
「
西
の
大
和
」
に
比
し

て
「
東
の
市
貝
」
と
紹
介
。
町
は
「
サ

シ
バ(

小
型
の
鷹)

の
郷
」
推
し
。
今

で
も
田
園
地
帯
。 

私
は
中
学
、
高
校
と
吹
奏
楽
部

部
長
。
男
子
校
部
員
50

名
を
ま
と

め
る
苦
労
は
多
。
県
ト
ッ
プ
、
関
東

甲
信
越
大
会
で
連
続
金
賞
、
そ
し

て
N

H

K

全
国
優
勝
な
ど
部
活

に
没
頭
し
て
い
た
。 

こ
こ
十
年
、
親
の
葬
儀
、
法
事
等

で
５
回
帰
郷
。
３
人
の
兄
弟
は
元
気

で
、
久
闊
を
叙
し
た
。 

          

サ
ー
ク
ル
活
動 

 

    

四
条
大
宮
か
ら
鷹
峯
玄
琢
行
き

の
市
バ
ス
に
乗
る
。
鷹
峯
源
光
庵

の
バ
ス
停
で
下
車
。
こ
こ
で
藤
原

正
さ
ん
と
合
流
、
総
勢
、
７
名
。
自

己
紹
介
を
行
い
出
発
（
９
時
半
頃
）。 

千
束
を
過
ぎ
、
紙
屋
川
源
流
の

流
れ
に
沿
っ
た
林
道
を
峠
に
向
か

う
。
林
道
の
脇
に
は
山
草
が
咲
い

て
グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
で
検
索
。
退

屈
せ
ず
に
上
の
水
峠
に
着
く
。（
１１

時
頃
）
峠
の
手
前
で
沢
山
に
向
か

う
道
と
分
か
れ
る
が
沢
山
へ
の
道

は
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。 

 

峠
か
ら
は
菩
提
道
の
林
道
が
来 

て
お
り
、
山
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。 

       

菩
提
川
に
出
て
沢
の
池
に
向
か
う
。

沢
の
池
は
江
戸
時
代
に
灌
漑
用
に

作
ら
れ
た
人
工
池
で
あ
る
が
、
周

り
の
雑
木
林
は
林
業
の
衰
退
で
自

然
林
化
し
て
お
り
、
皮
肉
に
も
山

の
美
し
い
小
さ
い
湖
と
も
言
え
る
。

過
ぎ
し
昔
の
高
校
生
の
頃
、
仲
間

と
来
た
こ
と
が
夢
の
よ
う
だ
。 

 

着
い
た
時
は
ま
だ
青
空
が
あ
り
、

昼
食
を
摂
る
（
１１

時
４０

分
頃
）。
食

事
も
終
わ
り
、
写
真
を
撮
っ
て
貰

っ
て
い
る
と
、
ポ
ツ
ン
の
雨
粒
が
。

空
を
見
る
と
黒
い
雲
が
北
か
ら
押

し
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
雷
雨
が

く
る
。
天
気
予
報
は
「
と
こ
ろ
に
よ

り
雷
雨
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
「
と

こ
ろ
」
だ
っ
た
の
だ
。 

 

ピ
カ
ッ
、
ガ
～
ン
。
来
た
！
（
１２

時
１５

分
頃
）
み
ん
な
で
池
の
広
場

か
ら
近
く
の
灌
木
帯
に
避
難
。
そ

こ
は
１０

ｍ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に

高
さ
２０

ｍ
弱
の
木
が
あ
り
、
安
全

と
判
断
。
雨
具
を
付
け
て
、
雷
雨
が

止
む
ま
で
ジ
ッ
と
し
て
い
た
。 

雨
も
弱
ま
り
、
電
光
や
雷
鳴
も

収
ま
り
、
ウ
グ
イ
ス
も
鳴
き
だ
し

た
の
で
、
下
山
開
始
。（
１２

時
５０
分

頃
）
京
都
ト
レ
ー
ル
道
の
池
の
周

り
の
木
立
を
抜
け
槙
尾
へ
出
る
林 

道
に
向
け
て
急
な
山
道
を
下
る
。 

此
の
林
道
の
周
り
に
も
山
野
草

が
咲
い
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
美
し
い
山
野
草

の
写
真
を
仲
間
の
辛
島
さ
ん
は
送

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
槙
尾
か

ら
市
バ
ス
に
乗
り
、
（
３
時
過
ぎ
）

無
事
帰
り
ま
し
た
。（
大
橋
歳
彦
記
） 

参
加
者
；
池
島
、
川
村
、
辛
島
、
大

野
、
藤
原
、
大
橋
照
、
大
橋
歳
７
名 

                

   

(４) 
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              (女性の会) 

第 20 回６月 26 日(金)／第 21 回７月 30 日(金)  

一人暮らし、高齢の方、毎日が寂しい、お喋べりした

い…どなたでも歓迎。10 時半～15 時です。 

◎ユーコート１０６号大橋照代宅◎昼食代 1000 円 

◎参加の方は事前にご連絡を 

大橋照代３３１-３２７３ 中須洋子３９４-６５４8 

おしゃべりサロン  

     

細
田
一
憲(

境
谷) 

(

「
相
模
原
殺
傷
事
件
を
考
え
る

実
行
委
員
会
」
代
表
） 

 

「
自
分
の
思
う
と
お
り
の
道

を
歩
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
闘
う

ほ
か
な
い
の
で
す
」（
住
井
す
ゑ

「
九
十
歳
の
人
間
宣
言
」
） 

僕
は
精
神
障
害
者
と
し
て
30

年
生
き
、
数
々
の
差
別
、
排
除
・

排
斥
の
屈
辱
を
受
け
ま
し
た
。

人
と
し
て
の
尊
厳
を
貶
め
る
こ

と
が
ど
ん
な
に
多
か
っ
た
こ
と

か
。 

 

「
自
殺
未
遂
」
を
三
回
（
未
遂

の
未
遂
含
む
）
も
克
服
（
他
者
の

援
助
で
）、
生
き
存
え
た
こ
と
は

言
葉
に
出
来
な
い
ほ
ど
感
無
量

の
思
い
。
精
神
障
害
者
と
し
て

生
き
る
こ
と
、「
攻
撃
」
を
受
容

し
て
人
間
と
し
て
再
生
す
る
道

を
探
し
続
け
る
こ
と
が
僕
の
人

生
と
な
り
ま
し
た
。 

旧
優
生
保
護
法
（
１
９
４
８
年
～

１
９
９
６
年
）
は
「
不
良
な
子
孫
の

出
生
を
防
止
す
る
」
た
め
に
ハ
ン

セ
ン
病
者
、
精
神
障
害
者
、
知
的
障

害
者
等
の
人
た
ち
の
強
制
不
妊
手

術
を
合
法
化
し
ま
し
た
。
こ
の
法

の
下
で
２
万
５
千
人
の
人
た
ち
が

不
妊
手
術
で
人
間
の
尊
厳
を
奪
わ

れ
て
来
ま
し
た
。
戦
後
最
大
の
人

権
破
壊
の
法
律
で
被
害
を
受
け
た

人
の
悲
し
み
は
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
２
０
１
７
年
2

月
16

日
に
「
相
模
原
殺
傷
事
件
か
ら
半

年―

何
が
問
題
か
」
と
い
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
立
命
館
大
学
平
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
中
野
ホ
ー
ル
に
て
開

催
。
以
来
、
今
年
で
9

年
目―

9

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

優
生
思
想
の
差
別
性
を
考
察
し
続

け
て
来
ま
し
た
。 

昨
年
も
7

月
26

日
（
死
刑
囚
植

松
聖
が
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に
て

19

名
の
殺
人
を
犯
し
た
日
）
に
「
い

の
ち
・
尊
厳
・
自
由
と
は
？―

国
策

で
子
ど
も
を
つ
く
れ
な
い
体
に
さ

れ
た
人
た
ち
の
証
言―

」
で
京
都

新
聞
記
者
森
敏
之
さ
ん
か
ら
講
演

を
頂
き
、
障
害
者
を
含
む
3

人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
擁
し
て
「
障
が

い
者
の
尊
厳
・
人
権
に
つ
い
て
」
の

テ
ー
マ
で
優
生
思
想
に
つ
い
て
考

え
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
（
同
志
社
大
学
に
て
）。「
現

場
で
の
リ
ア
ル
な
取
材
に
感
激
し

た
」
/
「
8

年
間
ず
っ
と
聞
き
に

来
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
の
声
（
感
想
文
よ
り
） 

「
記
憶
せ
よ 

抗
議
せ
よ 

そ

し
て
生
き
延
び
よ
」
は
井
上
ひ
さ

し
の
原
発
事
故
で
故
郷
を
追
わ
れ

た
人
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
。
優
生
思

想
の
下
で
差
別
さ
れ
虐
げ
ら
れ
て

来
た
人
た
ち
に
も
同
じ
言
葉
を
贈

り
ま
す
。 

優
生
思
想
と
は
何
か
？
そ
れ
は

不
良
な
人
を
非
科
学
的
な
方
法
で

明
示
し
て
不
良
な
人
（
障
が
い
者

等
）
を
社
会
か
ら
排
除
す
る
思
想

で
す
。「
能
力
主
義
」
と
か
「
新
自

由
主
義
」
と
か
も
同
根
の
思
想
。 

植
松
聖
は
裁
判
に
て
「
意
思
疎

通
が
取
れ
な
い
障
害
者
は
不
幸
を

生
む
」
と
の
殺
人
動
機
を
繰
り
返

し
て
主
張
し
た
と
言
い
ま
す
。
障

害
者
蔑
視
で
完
全
な
る
基
本
的
人

権
の
否
定
。
憲
法
13

条
の
「
個
人
の

尊
厳
」
を
否
定
す
る
野
蛮
な
主
張

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
障
害
者

は
生
き
る
価
値
が
な
く
殺
し
て
も

い
い
と
の
言
動
。
僕
の
心
は
今
も

怒
り
に
て
震
え
て
来
ま
す
。 

ナ
チ
ス
は
身
体
障
害
者
、
精
神

障
害
者
、
同
性
愛
者
等
を
「
生
き
る

価
値
の
な
い
存
在
」
と
し
て
抹
殺

し
ま
し
た
。「
強
制
的
安
楽
死
」
政

策
で
し
た
。
安
楽
死
管
理
局
が
テ

ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
通
4

番
地
に
あ

っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
「
T
4

作

戦
」
と
も
呼
ば
れ
、
20

万
人
以
上
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。 

人
間
の
尊
い
命
を
「
価
値
あ
る

存
在
」
と
「
価
値
な
い
存
在
」
に
峻

別
し
て
一
方
を
抹
殺
す
る
ナ
チ
ス

の
行
為
も
、
植
松
聖
の
殺
人
も
許

さ
れ
ま
せ
ん
。 

「
優
れ
た
人
間
」
と
「
劣
っ
た
人

間
」
等
の
判
断
が
社
会
に
流
布
さ

れ
る
こ
と
を
僕
は
弾
劾
し
ま
す
。

「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊

厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
」（「
世
界
人
権
宣
言
」）
/
「
全

て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
が
普

遍
的
で
あ
り
、
不
可
分
な
も
の
で

あ
り
障
害
者
が
全
て
の
人
権
及
び

基
本
的
人
権
を
差
別
な
し
に
完
全

に
享
受
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
」

（「
障
害
者
権
利
条
約
」）。 

人
権
と
は
人
間
ら
し
く
生
き
る

権
利
の
こ
と
。 

障
害
者
か
ら
人
権
を
奪
う
権
利

な
ど
誰
も
持
ち
得
ま
せ
ん
。
障
害

者
を
排
斥
・
排
除
す
る
社
会
は
歪

で
非
人
間
的
で
す
。
人
間
ら
し
い

社
会
を
求
め
て
僕
は
闘
い
ま
す
、

光
あ
る
社
会
の
明
日
を
夢
見
て
。 

                   

優
生
思
想
と
は
障
害
者
を 

犠
牲
に
し
て
人
間
を
切
り 

捨
て
る
思
想 

 

(5) 
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【当面の日程】 

６月 21 日（日）10 時半～京都母親大会 教文センター 

６月 22 日（月）13 時半～６月誕生会 ほっこりサロン 

６月 24 日（水）17 時半～18 時北陸新幹線延伸反対スタンディ

ング 5 条通り桂川街道交差点 

６月 2５日（木）16 時～16 時半 定例西口宣伝 

６月 26 日（金）13 時～年金者組合京都府第 37 回定期大会 

            ラボール京都 

6 月 27 日（土）10 時～11 時食料支援 P・なんでも相談会 

            西京区役所 

13 時半～16 時 西京支部第 23 回定期大会 

            樫原公会堂 

７月３日（金） 11 時～14 時半 支部女性の会総会 

ユーコート集会場 

７月４日（土） 10 時～西京平和行進 区役所前集合 

７月６日（月） 10 時半～女性の会役員会   ほっこりサロン 

        13 時半～2026 年度第１回支部委員会 同上 

７月 25 日（土）～８月１日（土）平和のための京都の戦争展 

            立命館平和ミュージアム 

７月 27 日（月）13 時半～７月誕生会 ほっこりサロン 

７月 29 日（水）午後支部学習会「学ぼう憲法(仮)」区役所会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

西京支部毎月定例

25 日 

桂駅西口宣伝 
６月 25 日(木) 

16 時～16 時半 

ぜひ ご参加ください 

 

 「お助けし隊」ご利用下さい 

●庭の草引き●部屋の掃除●布

団干し●不用品整理・廃棄処分

●買い物代行●電球交換●パソ

コンやスマホ操作●役所手続き

●話し相手●車での移送、等々

相談に応じます。 

＊気兼ねなく頼み頼まれるため

少額の謝礼(１時間につき 400

円～)と実費(交通費等)を頂きま

す。対応は原則２人で行います 

まずはご連絡下さい。 

連絡先： 

藤原克東（樫原☎391-0781） 

大橋歳彦（福西☎331-3273） 

市川弘子（桂川☎392-3717） 

山﨑治男（桂坂☎332-4753） 

 

 

 

訃  報 

疋田 義一さん 91 歳(右京) 

2026 年５月 12 日ご逝去 

心からご冥福を 

  お祈り申し上げます 

 

 

 

                       

                       

                       

                       

              

  

    

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

      

      

No More 広島・長崎 

核兵器廃絶 

網の目平和行進 

７月４日(土)1０時～ 

西京区役所→松尾橋 

 

 

6 月 2 日(火)午後、13 名が

参加。講師は私含め 4 人。40

代の強力助っ人も来てくれて

心強い限りでした。 

自己紹介では困っている事

や知りたいことを出して貰い

ました。そして西京年金者組

合グループ LINE「年金者組合

広場」に入ったり、それぞれの

知りたいことを教え合った

り、マンツーマンでワイワイ 

 

 

ガヤガヤ、あっという間に時

間が過ぎました。コーヒータ

イムでは、この日がお誕生日

の U さんに皆で歌を歌ってお

祝いも。 

 スマホは最低限の使い方す

るのもいいけど、便利機能も

沢山あります。新しいことを

知り使う事は、頭の活性化に

もなりますね。また希望があ

ればぜひやりましょう。 

女性の会「スマホ学習会」大盛況！ ゆらひろみ(境谷) 

(６) 

住民無視のルート決定(７月中?)      

         は許さない 

ストップ！北陸新幹線延伸 

緊急スタンディング 

６月 24 日(水) 

17 時半～18 時 

桂川街道９号線交差点 
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阿部いずみ 

神田保弘 

 

 

原口薫

 

小島志津子 

読
者
文
芸 

大橋照代 

 

 

読
者
絵
手
紙 

「投稿」のお願い 
短歌・俳句・川柳・エッセイ・写真等、投稿お待ちしております。支部委員又は下記へ 

山本公子 メール ushitora1947@gaia.eonet.ne.jp 

電話  090-8208-4437 

 

 

   
俳 

句 
 

 
 

 
 

 
 

血
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い
く
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野
原
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ね
む
く
て
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原
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川
柳
の
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今
月
の
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「
結
」 

 
 

結
ば
れ
る
人
間
愛
は
平
和
か
ら 

 
 

 
 

 

一
美 

結
び
目
解 と

け
た
ぞ
ス
ニ
ー
カ
ー 

 
 

 
 

  

陽
子 

結
果
の
み
知
り
て
距
離
お
く
巨
人
戦 

 
 

  

杜
撰 

一
着
を
念
じ
て
結
ぶ
靴
の
ひ
も 

 
 

 
 

 

白
夜 

勝
負
事
結
果
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ー
ラ
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無
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美
夜
生 

 

川
柳
の
会   

自
由
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老
い
る
と
は
我
身
を
攻
め
る
身
の
異
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一
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生
命
力
人
に
め
ぐ
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１
０
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陽
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早
口
で
言
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舌
か
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杜
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日
射
し
避
け
不
審
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大
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白
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映
画
観
て
女
優
の
年
を
ま
ず
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グ
る 

 
 

美
夜
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(７) 
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卓球サークル〜楽しく汗を流しましょう〜 

７月９・16・23 日(木)13 時～15 時  

向日市民体育館 １時間 200 円 

池島三千江  333-4615 

 

 

ニット手作りサークル 

〜編みたいものを編んでおしゃべりする会～ 

    ７月はお休みです 

 

 
絵手紙教室 〜初心者の方に丁寧に指導～  

７月２日(木)13 時半～ 

西京区役所中会議室   

指導 清原巳治先生／講師謝礼 1 人 500 円 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

 

お茶の会 

〜一緒に初歩のお茶を楽しみましょう〜 

裏千家茶道お稽古 濃茶と薄茶・お菓子 

７月１・15 日(水)13 時～16 時半 

費用 1500 円   小島郁子宅(桂坂) 

小島郁子 ☎ 090-7097-3946 

  

民謡の会『華』 

〜民謡を 唄って 喉、嗄れる～ 

７月２日(木)・16 日(木)13 時半〜15 時半 

大橋さん宅 参加費 1000 円(1 回) 

指導 伊藤隆先生 

山田政広 ☎/FAX 332-0016 

 

 

川柳の会 

〜日頃の生活を五七五にたくします～ 

６月 26 日(金)13 時半～15 時半 

会場 区役所中会議室   お題は『楽』 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

井上美智子ﾒｰﾙ  1188michiko@gmail.com 

※締切り ６月 25 日(木) 

 

 

サークル案内 

釣り同好会／小鮎釣りに行こう 

５月 19 日小鮎釣りに、小松浜に行きましたが満 

足のいく釣果となりませんでした。６月下旬～７

月に再挑戦します。希望される方は下記までご連

絡下さい。釣行日程は状況などを判断して決めま

す。    問合せ 藤原 090-7344-9334 

年金者組合西京「うたうなかまたち」 

７月 13 日(月)13 時半〜15 時ほっこりサロン 

アコーディオン伴奏 青木実さん 

参加費 500 円 

山田喜彦 ☎090-8385-5380 

 
「花の道を歩く」例会  

７月 14 日 第 2 火曜日  

詳細は、下記へお問い合わせください。 

問合せ 川村雅美 090-5123-1009 

 
美術・芸術に気軽に触れるサークル 

嵐山・福田美術館 

～若冲にトリハダ！ 野菜もウリ！～ 

入館料 1500 円（障がい者９００円） 

６月 23 日(火)13 時半 嵐山渡月橋北西角集合 

参加希望の方はご連絡下さい。 

市川弘子 090-2199-2317 

山田喜彦 090-8385-5380 

介護を考える会 

６月 24 日(水)13 時半～15 時 ほっこりサロン 

参加費１回 200 円(会場費・資料代) 

参加希望の方は、前日午前中迄にご連絡下さい。 

世話人 服部 080-1422-3997 

    市川 090-2199-2317 

年金者組合ウォーキング 

毎月第 1・2・4・5 金曜日 10 時〜12 時 

集合：10 時／境谷センターバス停 

問合せ 入江佳寿子 090-9714-2414 

 

西京支部 ハイキングクラブ第 120 回例会 

笠置山と笠置寺 マイカー利用 定員７名 

日時：７月８日（第２水曜）９：００AM  

洛西境谷大橋 ローソン駐車場集合 

コース：洛西～笠置山登山口  

笠置山周遊(2 月のリベンジ） 

参加希望の方は大橋歳彦までご連絡下さい。 

TEL:090-5052-9239 または LINE で。 

 

(８) 


